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Review of Instructional Methods of Swimming in Japan :

with Emphasis on Beginning Swimming

Shigenobu Matsuoka

There are as many instructional methods of swimming in Japan as the number of people

teaching the skill. Among them, Ministry of Education and Japanese Federation of Swimming

each suggest own instructional sequential steps according to the developmental stages of the

skill. Certain group of people disagree to such already established systems and insist Dol-hira

system, or dolphin-breast combination stroke for acquisition of beginning swimming skills.

On the other hand, private swimming clubs propose various systems of instructional methods.

Indeed, every system seems to have some strong and weak points.

Upon reviewing various instructional methods that are existent, so-called HUFB system has

been logically developed which is being introduced in this study. The system has been success-

fully applied to the Extension Swimming School at the Hiroshima University Fukuyama Branch

for the past ten years. The fundamental contents of the said system, is constituted of getting

acquinted to water, jump-butterfly, crawl stroke, back stroke, and breast stroke, in this order.

The essential part of its philosophy is optimization of instruction to the given circumstances

that varies immencely from time to time.

I　はじめに

本研究の目的は,わが国の水泳初心者指導法にかか

わるところの諸問題に焦点をあてながら,これらを総

合的に評価検討することにより,問題解決の糸口をさ

ぐることにある。特に『ドル平』型指導体系が提唱さ

れて以来,これらの諸問題は多くの議論をよんだが,

その議論は必ずしもかみあわず明確に整理されたとは

いいがたい状況下にある。

その具体的問題点については後にふれていくとして

表題の指導体系なる概念も明確に共通理解されていな

いが,一つの教授シ不テムとして目標系・内容系・方

法系を包含し,発育尭達研究や教授学諸理論等とも密

接なる関連をもつ必要性があると考える。水泳指導に

おいても,今日的には他のスポーヅ教材同様多様な指

導の場が準備されるようになった。例示すれば,学校

の体育授業があり,スイミングクラブや地域公共団体

が開催する短期集中型のプログラム・サ-ビスがあり

しかもそれらは相互には何の脈絡ももっていない。指

導理念も様々でありティーチングとコーチングは明確

に区別されなければならない理由も現実のものとなっ

ている。しかし,この両者の連続性も考慮される必要

性は否定出来ない。

ヒトは,陸棲動物であるが生活の必要上水中に入っ

ての諸動作。諸運動も可能であり,さらに伝承する手

段ももっている。しかし,ヒトの水中における動作・

運動は,~陸上でのそれらとの間に連続した側面と,檀

めて非連続な側面を同時にもっている。水中における

動作・運動の学習とその指導は,その特性が多面的に

検討されなければならない。それは生命の安全性をい

かに確保するかという問題とも遵鎖している。

また水中の動作・運動は,単にスポーツとしていか

に速く長く泳げるかといった側面のみでなく,労働・
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- 179-



ション・ハビリテ-ションといった広大な領域と特性

をもっていることも忘れられてはならない。まさにわ

れわれの生活現実に根づいている運動文化なのである。

ただ今日的には,プ-ル中心の人工的に整備された

条件下で,いかにはやく安全に泳げるようにするかと

いったところに表題の問題は焦点化されているので,

検討する問題領域もこの線にそうこととする。以上の

ような現実理解を前提としながら,以下においては歴

史的観点・文化論的観点・物理学的観点を設定し,わ

が国の水泳初心者指導体系の総合的評価検討を試みよ

うとするものである。あわせて,この検討から学び,

かつ広島大学教育学部福山分校の公開講座スポーツ教

室において実践的にも検証を重ねた指導体系の骨子に

ついてもふれていきたい。

Ⅱ　水中における動作・運動の歴史性と

指導体系

動物学や人類史学の教えるところは,数百万年前に

アフリカにおいて二足歩行する類人猿とヒト科が共存

していたこと,そのなかのいずれかが私達の祖先のま

た祖先であり,ヒト科の最初の存在としての最後のサ

ルはすでに石器を使用し,住居をつくり,狩猟をおこ

なっていたことを示している。そして,私達の祖先で

ある600-.800立方センチの脳容積をもつ小さな二足

歩行動物の冒険は,技術的にも社会学的にも,ひとつ

ないしいくつかの種の霊長頬によって到達された水準

から出発していると考えられている三;2)3)摂食行動は

その形態を幾重かに変化させているが,個.体生命維持

上水も重要な一部を形成していたことは想像出来る。

水との接触行動が,どのような動作・運動の様式をと

り,どの程度範囲のものであったかは知る由もないが

魚貝類すら食餌対象とする歴史上の-コマにおいては

既に泳ぐという運動様式を可能にしていたかもしれな

い。それはまさに生活技術の一部といえるものであろ

う。さらに多くの異論をもつが, --ディ-の『人間

水生説』は,人間が果実をあさる森の住人から,平野

の狩猟者へ進化する間の時期に水生の段階があったと

している。また人間の赤ん坊は,生後数週間で泳ぐこ

とが出来る。反射的な遊泳運動をおこし,水中に沈む

と呼吸を止めるといったコントロールも行う.しかし,

この人間の顕著な能力はすぐに消失し, 4ケ月齢ま

でにこの自動的な遊泳反応を失ってしまうことも知ら

れている芸)いずれにしろ,ヒトはもともと遊泳術を心

得ていた動物であったかもしれない。現時点では泳ぐ

という運動様式は学習を伴うものと理解するのが妥当

であろうが,幼児の頃から対自然環境への適応として,

自然に時には生命上の危険をもはらみながら獲得され

伝承されたものと推測される。

個体発生は系統発生をくり返すというが,このこと

も教育学的事象としては確率的な表現といえるかもし

れない。佐藤は,教材構成にかかわる原理の一つとし

て歴史的観点から,運動素材の見直しをおこなってい

る。このなかで,水泳はもともと生活技術であり,そ

れがスポ-ツとしての競泳や,あるいは戦略戦術とし

て,つまり三つの方向性をもって発展したと指摘して

いる≡)今日のスポーツ教材中心の考え方から水泳をみ

る時,その技術的根幹が成立するまではスポ-ツの技

術史が物語る通りであるがヲ)それはスピードを競うと

いう価値傾向の中での技術創造革新であり,その歴史

は200年に満たないハ　しかし,生活技術としての水中

での動作・運動は,何万年単位以上の歴史性を秘めて

いるかもしれない。外敵から身を守り,食餌を描獲す

る術として,時には遊びたわむれるといった行動が,

水中においても多種多様におこなわれたといえるだろ

う。それも変動性ば畳む自然環境下であれば,それに

適した動作・運動でなければならない。今日的にいえ

ば,近代スポーツとしてのみの水泳が重視されている

観があり,その背景も理解されない訳けではないが,

この価値傾向のとらえ直しも重要事と考える。水中に

おける多種多様の運動様式は,今日なおそのすべてが

学習されなければならない等と主張するものではない

が,変動性の高い自然環境下の水泳として通用するも

のである必要性は強調できる。いずれにしても,先人

達の水中における動作・運動の技術的創造の過程と,

これからの人間が,その技術を学び発展させていく過

程のなかには共通性がある。先人達も極めて未熟な段

階から学習し,未分化なものから分化したものへと,

直接的体験と過去から伝承されている知識とによって

新たな問題を発見し,解決策をねり実践した結果が,

今日も伝承されているのである。そしてこの歴史性は

今後も続いていくものと思われる。

さて,このような歴史的考察を前提として,わが国

の水泳初心者指導法の体系性をみると,岸も指摘して

いるように,江戸時代に既に一般的方法として体系づ

けられたものがあり, tt水慣れ　->　浮き方"叫tt初

歩泳ぎ　　　泳法"という段階性をもつ内容の体系を

もつ。これは現在においても基本的な性格を残してい

る.ただ具体的な内容の組合せにおいて改善がはから

れ, tt泳法''指導の段階においても単線型,複線型と

多様で変型は極めて豊富である.他方古と呼吸法を最重

要視最優先の考え方をとる『ドル平』型の体系がある。

この『ドル平』型体系も,従来の伝統的な体系に包含
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されている内容も多いと指摘している三)さらに具体的

にいえば,前者の伝統的な体系は文部省指導要額や日

本水泳連盟の基本的な考え方として継承されており,

後者の体系は,その伝統的な体系を詳細に検討し批判

するなかから学校体育研究同志会が提唱した『ドル平』

型の体系そのものである。他にも今日的には多くのス

イミングクラブがあり,それぞれに特徴的な体系をも

っている。このような現実を思う時,水泳の初心者指

導の体系といえども,具体的かつ厳密には指導者の数

だけあり,またそれが指導者の体験や個人的研究のな

かでたえず変化しているものといえるかもしれない。

その意味では,戦後に限定してみても初心者指導の体

系は二つや三つに区分出来かねる側面ももつが,一般

論として,それらの体系の特徴をみる時基本的な相違

として,呼吸法を内容の体系の中にどう位置づけるか

の問題がある。第二にはくく水慣れ''という段階に対す

る共通理解が少ないということである。通常多種多様

の水中遊戯や陸上での運動様式と共通な歩行やtt面つ

け"等が実施されるが,水に慣れたという評価基準は

極めてあいまいである。これらの問題は後にふれると

して,伝統的な体系の一つと思われる指導要領では,

過去に位置づけていたtt犬かき''といった未分化な泳

ぎの嘩式を重要視しなくなったところに歴史的経過を

感じさせるし,tt水慣れ"からttバタ足"一,くく面かぶ

りクロ-ル呼吸つきクロール"といった指導が

広範国におこなわれる一般的指導形態といえる。また

この伝統的体系の一つとも思われる日本水泳連盟のそ

れも内容の体系からみればtt水慣れ"の次の段階では,

幾種かの水中姿勢形成とともにttウ--ン・パァ-"方

式ともいわれる破裂音式の呼吸様式を採用するに至っ

ている3)ォ
。初歩泳ぎ"の段階においても複線型をとっ
ており「タタキ足から犬かき泳ぎ-あおり平泳ぎまた

は平泳ぎへ」という系もとっておりtt犬かき''を否定
してはいない3)第二の『ドル平』型指導体系は,その

特徴として,'t水慣れ''と称して実施される多様な内

容が,水に慣れるどころか時によっては恐怖心を与え

てしまう可能性もあるとして,『ドル平』泳法の形成

過程に,それも初期段階に包含しているといえる。『ド

ル平』泳法それ自体を各種近代泳法の基礎泳法と位置

づけていることからも明らかであろう。第三の体系と

もいえるスイミングクラブの体系は,その歴史も浅い

が,社会的ニーズと企業努力とによって極めて盛況で

ある。ここではその多くが屋内プ-ルをもつために,

水泳のもつシーズン的制約を克服し年間を通して幼児

から成人まで含めて多様な価値意識に対応している。

そのシステムのもつ内容は,まさに多種多様で一括し

て論じることは出来ないが,こと初心者をどう指導す

るかにおいては-ルパー方式ともいえるスイミングヘ

ルパーという補助具を多様する傾向も一応は指摘でき

る。

以上論じてきたような問題点,それぞれの体系のも

つ特徴は後に多角的に検討することはするが,これら

の歴史的経過のもつ意味はどうであろうか。大古のヒ

トがどのように水中で動作・運動をおこない,それを

どのように後進に伝達したか知る由もないが,文献上

確認されているものの概略は,伝統的体系として先に

のべたtt水慣れ　　　浮き方をふくめた初歩泳　　泳

法''といった段階的内容の体系をもっている。その詳

細な個々の内容の組合せにおいて,ある部分は習得時

間の短縮化を可能にし,補助的用具器具の開発改良に

よって安全化効率化をはかり,またある部分は欠落さ

せ他の内容に吸収し新泳法として確立するといった傾

向性のあることが確認できる。しかし,われわれは内

容の体系のみで,その評価を試みることに迷いを覚え

る。初心者指導といえども,その初心者に関しての規

定が『泳げない人』とか『水泳経験の少ない人』とい

った程度の一般的認識であって,具体性において共通

理解がない。逆説的にいえば『泳げる』ということも

あいまいである。学校体育研究同志会が, 『泳げる』

ことを「呼吸をコントロールしながら,からだを水に

作用させ,水上または水中を移動できること」10)と規

定したが,この呼吸のコントロールという技術要素は

tt呼"とくt吸"を前提としていることは明らかである。

しかしひと息で5mとか10m水中を移動することも,

泳いでいるとしか表現のしょうがない。水中で呼吸を

止めておくこともコントロールなのである。従って何

米泳いだかという可泳距離にたよりたくなるo tt呼"

とtt吸''を前提とした呼吸のコントロールには基本的

に賛同するものではあるが,可泳距離といえども相対

的である。 25米を呼吸しながら泳いだからといって初

心者ではないかどうかは意見の分れるところである。

さらに,内容の体系は一般論として動作・運動の共通

性や連続性を検討することは可能であるが,目標・目

的の階層性に準ずるものであり,それは多種多様な初

心者の現実把握に基礎をおくものである。目標・内容

・方法を含む初心者指導体系の問題も,この前提の上

に個別性と具体性をもっていくものである。

Ⅲ　水泳運動の文化論的検討

ヒトにとって,行動範囲の水中への拡大は自然的で

ありかつ必然的でもあったと思われる。ヒトの起源の

またその起源における生命体の誕生は35億年位前の8

月中旬に微生物が誕生し海中進化し,さらに脊椎動物
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となり,陸上への移動をおこした(両生揮)。そして

帽虫類の出現と,恐青巨額のほろびた後に嘱乳塀の出現

といった経過をたどったとされている31)『人間水生説』

でもないが,ヒト科も何億年という生物進化の所産で

あり,両生類や他虫塀を経過した後の陸棲晴乳動物で

あるO　この陸棲動物が,水中に生活行動の一部をもど

したことは,それが食餌の捕獲であり,遊びであり涼

をもとめたり,外敵からの安全地域という意味であっ

たにしても,ある意味では逆進化といえなくもない。

水中は,物理的性質において陸棲動物の行動様式を制

限するが,同時に準無重力的性質ももっていて陸上で

は不可能な動作・運動様式を可能にしている。ヒトは,

その生存条件に適応する手段として泳ぐという運動様

式を獲得していた可能性は否定出来ない。ヒトが他の

動物と本質的に区別される点は,自然に働きかけ,理

性的な社会共同体の生活様式で,積極的な生産活動に

よって自然をつくりかえるために労働の道具をつくっ

たことやより複雑な情報伝達手段としての言語にある。

その自然への働きかけ,労働の対象として水環境も存

在しており,魚とりに使ったと思われる道具も考古学

的に立証されている。いずれにしても,古代の人間も

水中に積極的に働きかけ,その行動様式は水中環境と

の相互作用の中で,遊泳術をより実用的な生活技術の

一部として形成し,かつ世代間の伝承をも可能にして

いたものと推即される。

わが国における泳ぎの様式も,歴史的にみられるも

のは実に多様である。平体系・横体型・立体型といっ

た概略的分類も可能であるが,四肢の動作形態および

リズム,呼吸法,体幹の運動性等によって,その個々

の様式の名称は多岐にわたっている。これらは,自然

環境や一般生活文化様式とその歴史性に影響されなが

らも特有の運動様式を形成してきたことを物語ってお

り,その痕跡をわが国の各地に伝承されている日本古

式泳法の多くにもみることができる三2)戦術的色彩は明

白であるが,その具体的目的性は急泳にもあり, tt早

抜手'=t小抜手''等今日のクロールの原型ともいえる

ものもある。特にわが国は河川湖海に恵まれ,それぞ

れの居住地域の自然的条件下で生活の必要性に密着し

た特有の水泳文化ともいえる水中の多様な動作・運動

様式を形成していたものと思われ,時には地域間の社

会的交流の中で,混成化されたり改造されたりの歴史

もあったと思われる。

このような文化性を,居住域の特性と泳ぎの様式で

その関係を模式図化したのが図-1であるo　この図中

においては,泳ぎの中でも特に脚の動作様式に焦点化

しており,居住地域は横断図である。河川の比較的上

流部では,脚の動作様式はバタ足やはさみ足といった

推進力の強い様式が用いられ,上肢の動作もそれに連

動しやすいものであったろうと思われる。高速の短距

離塑泳法である。中流部では,中速中距離型,下流部

や湖海では,水流も比較的弱く緩速遠距離泳法で,脚

の動作様式はかえる足やあふり足が定式化していった

ものと考える。むろん海でも急流時や急流個所がある

ので,それに適した様式も兼備していたかもしれない。

図-1居住地城と水中脚動作パターンの関係図

われわれの個体内の生理的能力のコントロールによっ

て,一定の動作・運動様式も自己目的的にコントロー

ルする能力ももつが,その限界を越えたところにそれ

ぞれの運動様式の合理性と文化性がうかがえる。

スポーツの盛んになった近代社会は,泳ぎの運動様

式をスピード追求という価値体系においてめまぐるし

く変革してきた。オーソドックスな泳法とよばれるも

のはいつの時期にもあったが,しかし同時に個々の選

手達は独自の個性的な技術ももっていた.この一見非

合理的とも思われる泳法が,オ-ソドックスな泳法に

勝つようなことがおこると,この泳ぎが注目され,令

理性が主張され,遂にオーソドックスなものと考えら

れたりする。この歴史のくり返しが,平泳ぎや横泳ぎ

といった実用的泳法・をサイドストローク( Overarm side

stroke)へ,さらにはトラジオン-と発展させクロー

ルへと改良していったのである。泳法ばかりが改良さ

れたのではなく,プールという条件下での競泳はスター

ト・タ-ンといった運動様式も変えた。この歴史は,

スピード追求のために呼吸をすら部分的には犠牲にし

たのである。水抵抗をいかに減少させ,より高い推進

力を産み出すために,またそのスピードを低下させな

いためにはげしいトレーニングをしたO　このトレーニ

ングも科学的に研究され,コースロープやブールも改

善されて,年間を通してのトレーニングが当然と考え

られる時期になっている。選手を育成するシステムは,

個々人の努力にまかされていた時代から,分化Lかつ

組織化されてきたのである。わが国だけをみても最近
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の20年間でまるでそのシステムを変革している。社会

節,経済的,文化的背景もあるが,水泳に限らずスポー

ツの国民生活における比重が増しているのである。

今日みられる多様な水泳競技(近代4泳法,とびこ

み,シンクロナイズドスイミング,水球)も,その原

点は,先人達の水中における労働,遊び心と冒険心,

探究心にある。その多様な水中の動作・運動の様式が

伝承され改良され,近代に入って急速に競技化,組織

化された結果が上記のそれである。そして近代泳法と

いわれるクロール・平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライも今

日まで多大の研究とトレーニングの結果,スピードの

追求と持続性において大きな成果を上げてきたが,ま

だその余地は残されている。クロールの別称ともいわ

れる自由型は,その課題距離によってもいくつかの変

形をもつが,けっしてきわめ尽されたとはいいがたい。

バタフライも同様であるし,新泳法が開発される可能

性とて否定できない。

このようなスポ-ツ界のスピードアップと組織化は,

初心者指導のあり方にも問題を投げかけている。ティー

チングとコーチングにかかわる問題でもあるかもしれ

ないが,いかにはやく(短時間)安全に泳げるように

するかという課題に加えて,いかに現時点でオーソド

ックスと考えられている運動様式を正確に学習させる

かということである。それは一度獲得された運動様式

のもつ園癖の修正には相当の時間を費すという経験認

識があるからである。

表題とのかかわりで論をすすめれば,先に三つに大

別した指導体系は,今生きる子ども達をふくめて泳げ

ない人達に,水泳文化ともいえる運動様式を伝承し獲

得させることと,同時にそのなかにあっても自由に水

泳のもつ多様な価値傾向にふれさせることを保証する

ものでなければならない。競泳ばかりが水泳文化では

ないし,一般性と個別性の原理も重要視されなければ

ならないからである。こうした立場にたつ時,先に三

つに大別した初心者指導の体系は,いずれもすぐれた

側面をもつと同時にいくつかの問題点も指摘できる。

その要点は以下のようにまとめられよう。

1)伝統的な体系は,くく水慣れ"-'くt初歩的な泳ぎ"

tt泳法"という流れをもつが,これは概略的な

目標系でもあり,その内容体系は実に柔軟的で

ありすぐれた側面といえる。しかしその系にあ

ると思われる指導要領の体系では,何故It犬か

き''といった未分化な泳ぎの様式を重視しなく

なったか。あるいは呼吸の問題を何故もう少し

明確にその動作様式もふくめて位置づけしない

のかがあいまいである。

2) 『ドル平』型の体系は,何故『ドル平』という

運動様式にこだわるのか。 『ドル平』泳法それ

自体は比較的ヒューマンストロークに近い泳ぎ

の様式であるが,特に低年齢の子ども達のもつ

相対的に速い運動リズム性とは必ずしも適合し

ていない。

3)ヘルパー方式は,スイミングクラブ特有のもの

ではないが,ヘルパーそれ自体も使途を誤れば,

浮力補助という枚能が過剰に作用し,体幹の意

図的な姿勢制御に制限を加えてしまう可能性が

ある。

これらの問題は,今後の水泳指導に重要な課題を提

起している。スイミングヘルパーに代るものとして,

フロッパー(仮称)を検討しつつあるが,これは水上

から身体を吊り下げて浮力補助とするものではなく,

水中から身体を如し上げる方式のものであるが,まだ

完成の域には達していない。材質も豊富であり,いく

つか考案可能であるが,補助具に頼りすぎる傾向もあ

り,それを減少させたり,完全にとり除く教会を兄い

出すことに困難を伴うことが多い。米国のレッドクロ

スメソッド・シルビアメソッドあるいはアムプラスター

の教程も非常に参考になる三3) 14) 15)

ただ,これらの体系や教程の問題も,これをせまく

内容の体系性,配列順序の問題とだけ把え,何の前提

もおかずに議論する時,必要以上に混乱するのがこれ

までの常であったように思われる。補助具を使用する

しないについても意見のわかれるところであるが,そ

れのみでは結着のつ,く問題ではない。先にもふれたこ

とであるが,学習の場のもつ物理的条件や,対象者の

年齢・身体生理的特性・心理的状況が,共通性をもつ

ようでいながら多様であり,初心者という規定も相対

的なものにすぎないのであるから,前提条件を明確に

しない限り,議論は問題解決につながりにくい。

Ⅳ　水中運動の物理学的検討

人工的にコントロールをうけた屋内プールは例外と

しても,その他のプール,河川湖海は,気温・水温・

風・波・水流等自然条件が,人間の水中における動作・

運動の質量をかなり規制する。しかし,それでも先に

ふれたことであるが,水中は無重力状態に準ずる空間

であって,陸上での動作・運動程には重力の直接的影

響をうけない。従って,水中での動作・運動は水のも

つ物理的制約をうけながらも,その自由度は高いもの

である。自由度が高いのみならず,浮力作用や水の抵

抗性は,陸上では不可能な運動も可能であって水中特

有の動作・運動が多様に形成され得るのである。
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しかも同時に適度な範囲の条件をもつ水車は,適度の

物理的ストレスを人間の身体に与える。このあたりに

水中運動が,リハビリテ-ションや水治療法として幅

広く活用される理由もある。

しかしまた同時に水中は,陸棲動物であるヒトにと

って,その運動上有利な条件ばかりを提供しているの

ではない。いうまでもないが,肺呼吸を主とするヒト

にとって水中は呼吸という生命維持上基本的な条件を

制限している。本論で主題としているところの初心者

指導の体系も,この呼吸の問題を最重要祝したのが『ド

ル平』の体系であることは既にふれた。伝統的な体系

もけっして軽視しているのではない。ただ伝統的な体

系の多くは,ある程度泳ぎの様式が可能となった段階

で,呼吸法を指導する傾向をもつのに比して, 『ドル

平』型体系では最優先と考えたところに相違がある。

人間は4ケ月齢にして失ってしまった自動遊泳運動と

水中において呼吸を止めるということすら,再学習し

ていかねばならない。初心者の意味がより具体的に,

tt水中に入れない人"あるいはtt面つけの出来ない人"

といった水準から出発するとすれば,泳ぎの様式と連

結した呼吸法等という以前に,水中に顔がつかれば,

呼吸を止めるということが指導内容の出発点として位

置づけられなければならない。一般論としての指導内

容の体系は, 『ドル平』型の主張とは異った意味にお

いても,呼吸を重要視し,かつ最優先に位置づけてお

くことが妥当と考える。

また水中での動作・運動は,陸上でのそれと相対的

に考えて連続した側面と極めて非連続な性質をもって

いる。個体内での情報処理とエネルギー過程等は共通

する面も多いが,呼吸が水中で不可能というのは非連

続である。浮力作用をうけて身体の支点をなくすとい

う意味でも極めて非連続であるO　このことを模式図的

に考際したものが図-2である。人間は陸上にいる限

りにおいては,対水との接触はなく安全性も確保され

ている。ここでは,重力や空気抵抗といった作用因は

あっても,陸上性の動作・運動が多様におこなわれる。

そしてその多様性や効率水準は,発育発達の水準に依

存している。このことは,水中における動作・運動に

も共通する性質である。そして水中に入っても,相対

性をもつが,個体にとって背の届く範囲は一応安全域

であり(準安全域),ここでは陸上性の動作・運動も

ある程度制限をうけるが可能である。さらに水底より

足をはなすことによって泳ぎの運動様式も可能である。

その意味では両性的ともいえる動作・運動が可能なの

である。しかし,背の届く範閑をこえると完全に水中

性の運動様式に変換されなければならない。自然環境

下の水中空間は,さらに変動性に富んでいるが,人工

的プールであっても,水位という物理的条件は,特に

低年齢の子どもにとって重要な意味をもっている。水

位が胸部あたりまでくると,顔が青ざめ身動き出来な

くなる子どもを観察することがある。陸上と連続性が

あると思われる条件下ですらこの状況であるから,秤

くとか泳ぐといった支点をもたない非連動な運動様式

を学習する前にIt水慣れ"という目標・内容は一般論

としてカットすることは出来ない。物理的条件を整備

すること,および陸上性の動作・運動と連続性・共通

性をもった内容として具体化される検討課題でもある。

図-2　陸上動作と水中動作の関連性
および安全域の図

『ドル平』の構成過程の初期段階に陸上における呼吸

練習やシャワーをあびながらの呼吸練習が位置づいて

いるが,その事によってtE水に慣れる''という評価基

準も明確でない目的が達成できるとは考えにくい。換

言すれば,いかに未分化な泳法であろうと,その形成

過程にtt水慣れ"という段階を包含してしまえるとは

一般論として考えにくいのである。 『ドル平』の形成

過程の最もすぐれた点は,立位系の支点をもつ動作・

運動様式と水平系のそれらとの間に斜位系ともいえる

支点をとったりつけたりの中間性の段階を設定してい

ることにあると思われる。いずれにせよ,一般論とし

ての指導体系は,その内容構成上大きな飛躍は認めが

たい。通常の生活の場である陸上で獲得されている動

作・運動と水中性とのそれらとの間にある非連続性を

連続化させるためには,水温や水位の物理的条件を適

度に整備することと,その中にあっても立位系-,斜位

系-,水平系へと移行させることが, tt水慣れ"という

段階においても,具体的な内容を選択する上での一つ

の原則となり得る。

Ⅴ　水泳初心者指導体系の

総合的評価と問題点
ここでは,先において三つに大別した水泳初心者指

導の体系について,これまでの論議をふくめながら,

総括的に評価を試みたい。

文部省指導要領の体系は,主として内容の体系とそ

の取扱いについて記述されている。そしてこれは先に
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にもふれた伝統的体系の一つでもあり, tt水際れ"から

徐々に各種泳法に入っていくが,基本的にはクロール

もしくは平泳ぎ先導型といえる。そのためか各学校現

場では,バタ足の練習を徹底している傾向もある。背

泳ぎや,とびこみ,ターンもそれなりに指導されるが

近代泳法を重視する姿勢の中でバタフライの位置づけ

はない。また初心者指導の内容体系としては,呼吸法

の様式や位置づけがあいまいであることは先にもふれ

た。さらに目標体系や倒達水準も極めてあいまいであ

る。各小学校等では,級別評価システムをとり入れた

りして達成意欲を高める工夫をしているが,指導要領

自体が目標体系を明確にしていないため,各学校現場

での水泳に対する価値傾向も分化している。またバタ

フライの件についていえば,その位置づけがないのは

今日的には不自然ですらある。小中高校の水泳授業の

配当時間数やプールの普及状態からいえば,けっして

無理な要請とも思えない。バタフライの指導の出来る

教師が少ない等の理由もあるかもしれないが,バタフ

ライは,最も最近平泳ぎから改良された泳法で,この

間トップレベルの記銀の短縮率の高い泳法である。こ

のことを逆説的にみれば, /ヾタフライにつぎこまれた

総エネルギー(時間も含めて)が最少にして最大の効

果をあげてきた歴史性をもつ三6)さらに泳法それ自体の

難易度からみても,他の泳法以上に難しいことは考え

られない。確かに各泳法のレベルで難易度を一般的に

決定することは困難であるが,泳法のもつリズム性・

コーディネーション・学習時の疲労等が判断要素にな

ると思われる。従って具体的な指導との相対的な問題

でもあるが,リズム性だけをみても,他の泳法以上に

単純である。また学校現場で,バタ足が強調されるの

は,その背景として,脚動作を中心として生み出され

る推進力は,浮くということをより容易にするという

発想があるように思われる。このこと自体はまちがい

ない。けれども浮いたから呼吸がしやすいということ

とは別問題で,むしろ上肢の動作とのコ-ディネーシ

ョンにおいて問題解決されるものである。呼吸を最重

要視することと最優先することとは必ずしも同じ意味

をもたないが,一般論としては最優先であろうことは

先にもふれた。

『ドル平』型の指導体系は,いうまでもなく学校体育

研究同志会が,長年の研究と実践とに立脚して提唱し

た体系であり,ここには内容の体系とともに目標系・

方法系も明確にされている。戦後の体育教材の中でも

最もすぐれたものの一つといえるかもしれない。実践

を重視する視点から,独特の呼吸リズムと,それを中

核とした上肢との協応,さらに下肢の動作を先の斜位

系を介して附加していく。この『ドル平』泳法自体を

基礎泳法と位置づけ,その習得後に近代4泳法に直線

的につなごうとしている。 『ドル平』泳法自体は,先

にもふれたヒューマンストロークとも共通性をもって

いるが,この指導体系において何より強調されるリラ

クゼーション・タイミング・リズムは,実践例の多く

が誇るように,比較的短時間に,安定的なゆったりし

た泳ぎを形成し,その有効性は実証ずみともいえる。

しかし,学齢期以前の子ども達にも通用するかどうか

は未確認である。幼児のもつ動作・運動のリズムは相

対的にはやく,力をぬいてリラックスせよ等という指

示が通用するとは考えられない。シャワーをすら恐れ

る子どももいるのである。

また, 『ドル平』-,バタフライ型泳法-,クロール-,

平泳ぎ-,背泳ぎ-,個人メドレーという全体的骨子も実

験的におさえられている。一般的支持率も高まり,こ

の体系の科学的根拠も概略的には次のように要約され

る。

1)呼吸法-I.・筋の粘弾性・緊張性頚反射

2)上肢動作　　神経支配・緊張性頭反射

3)ドルフィン型下肢動作　　神経支配・緊張性頚反射

4)意識焦点

等々の人体のもつ生理学的心理学的特性が根拠とされ

ているのである三7)しかし,現実問題として平泳ぎの段

階でかえる足が出来ず,ドルフィン型キックになると

いった批判の声もきかれる。これは, 『ドル平』泳法

がスピードを追求するものでなく,平泳ぎの場合にも

同様であるが,水平姿勢より斜位姿勢になりがちで,

その脚部の沈みこみを矯正するために脚部を上下させ

るところに原因があるように思われる。一度獲得され

たドルフィン型キックが,上肢の動作様式において共

通性をもつ平泳ぎの中で多発したとしても不思議では

ない。

さらにそれ以上の問題は,緊張性頚反射と同等がそ

れ以上に重要な脊髄反射や姿勢反射が多種にわたって

人体には備わっている三∂)心理状態とも関連すると思わ

れるが,屈曲反射や恐怖反応さらには潜在意識のよう

なものもある。スポーツ的運動様式には確かに多くの

反射運動も含まれるが,泳ぎの運動様式を獲得してい

くということは多分に随意的であって,どこまで緊張

性頚反射がどのように関与しているかは明確ではない。

少なくとも負に作用するであろうところの反射・反応

を抑制するところに運動学習の重要な側面がある。ま

た近代泳法への系統性とその発展を支えている学習実

験が真に実験として正当なものであるかどうかには疑

問が残る。一般に,内容の体系だけを異にする実験は,

その成果を正当化しにくいのである三9)『一歩の後退』

も前提としてあるが,内容体系の順序性を重視する債
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向をもつこの体系であるが,それ以上に柔軟に対処し

得るバリエーションを多く備えることや,内容体系を

柔軟に扱うことの方がより重要性をもつ。現にそのよ

ぅな試みもある:0)

他方,スイミングクラブのシステムは,これも一応

伝統的体系に含まれるであろうが,ベルパー等の補助

具を多様するという一般的儀向をもちながらも実に多

様である。クラブの指導方針にもよるが,補助具は全

く用いないシステムもある。多くは日本水泳連盟の体

系を反映して複線型をとるため区分Lがたいのである。

いずれにせよ,専門化された指導員を養成し,ベビー

スイミングからマタニティースイミング,あるいは低

年齢者の初心者の指導から選手育成のシステムが,ク

ラブの経営体系の中にあって一貫性をもちやすく,普

た目標系・報償系が明確に位置づいている。組織的に

も経営母体は別個でも,コーチ間の情報収集や相互交

流は全国的のみならず国際的ですらある。わが国でも

トップレベルの選手達の大半は,このスイミングクラ

ブシステムの中で育成されており,かって学校の課外

活動から育成されてきたスポーツ選手は,水泳に限ら

ず既にその分岐点を通過している。

さらに近年の健康追求ムードとも相まってスイミン

グクラブシステムは,目標系を多岐にして社会的ニー

ズに対応しようとしている。いずれにしても,このシ

ステムは,その専門化と一貫性をもちやすいという意

味で,非常に強く他に類をみない。

このようにみてくると,一般論としての水泳初心者

指導の体系は,そのE]標・内容という系においてくt呼

吸のコントロールを含めた水慣れ"-tt呼吸さらには

浮き方をも含めた初歩泳ぎ　　　オーソドックスな各

種泳法"という流れをもち,歴史的共通性をもつこと

が認識される。呼吸様式も最近は,先の破裂老式のも

のが一般化している。 『ドル平』型の体系の特許とい

えるかどうかは確認出来ないが,定式化したのは学校

体育研究同志会の大きな成果である。今日では日本水

泳連盟のそれにも位置づけられており,重要な共有財

産となっている。

vI HUFB方式の基本的考え方と限定条件

広島大学教育学部福山分校においては,次の表- 1

に示すような形式で,昭和48年より水泳教室を開催し

てきた。

このプログラムサービスの対象は,主として泳げな

い小学校3年生以上であり,ここに年齢的な前提があ

る。途中tt親子水泳教室"やtくサヴァイパルスイミン

グ"と称してプログラムに多様性をもたせた歴史もあ

るが,泳げない子を対象とする方針に大きな変化はな

かった。

10年間の子ども達との接触は,われわれにいくつも

のことを学習させてくれた。 15時間-20時間の短期集

中型のプログラムということも一つの前提的条件であ

り,大学生用のプールで水位を下げても,その構造上

深い個所と浅い個所ができることも物理的前提条件で

ある。受講者は,泳げない(可泳距離10M以下という

表-1広大水泳教室の経過

回数 年度
教 室 名 称

(時間数 )
正副指導者 隼徒数

1 S 48 水 泳 教 室 eo
土 肥 貢
松 岡 重 信

40

2 4 9 水 泳 教 室 印
土 肥 貢
松 岡 重 信 40

3 50
児 童 水 泳 教 室 榊 土 肥 .松 岡 40
親と子の水泳 教室 CZQ 吉 原 .江 刺 30

4 51 児 童 水 泳 教 室 CZq
松 岡 重 信

Ill F8 * 首里
40

5 52
蜘ザ乱、子どもの水泳教室榊 松 岡 .掘 ロ 40

a ) α ・I <JJ . 40

6 53
泳げない子どもの 江 刺 事 故

40
水泳教室榊 松 岡 重 信

7 54
泳げない子どもの 江 刺 幸 政

40
水泳教室CZq 松 岡 重 信

8 55
泳げない子どもの 江 刺 幸 政

40
水泳教室CZq 山 a a s

9 56
子どものサ′、叫ノ9レ 江 刺 幸 政

50
スイミング教室(掴 松 岡 重 信

10 57
泳げない子供の P 松 岡 重 信

40
水泳教室08 草 間 益艮夫

常識的な基準をおいている)とはいいながらも,この

プログラムサービスの開始時点で,水中での活動様式

に大きな差異が認められる。しかも小学校所属が異る

ため集団としての歴史性がなく,初期には孤立性が強

い。このような条件に対応するため,指導者一人に受

講者10名前後という条件を設定している。これも前提

的条件である。水蓮方式を用いたり『ドル平』型体系

も採用したりの経過がある。

しかし,結果としてまだ詳細にわたっては未完成で

はあるが, HUFB方式(広大福山分校方式)ともい

えるものを開発しつつある。それは以下の数項目にわ

たる認識に基づいている。

1)小学校3年生程度といえども,極めて水に不適

応傾向を示すものがいる。この事実はtt水慣れ"

という段階を設定せざるを得ない。しかし先に

もふれたがtt水に慣れた"という状態を判断す

る基準は不鮮明である。われわれはこの基準を

胸部あたりの水位でtt石ひろい"に成功するか

どうかという具体的な運動様式に集約させた。

何故なら息を止める,姿勢を変換する,水中で

目をあけるといった基本的な条件を備えており,

かつ興味をひきやすい運動様式であるから。
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2)次の段階として,ここでは『ドル平』の構成原

理に基づいているが,あえて『ドル平』泳法と

せず,直接的にバタフライにもちこもうと考え

た。これをジャンプバタフライと呼んでいるが,

ジャンプ呼吸(立位系)から片足ケンケンのジャ

ンプ呼吸(斜位系)さらにバタ足でもドルフィ

ン型キックでもかまわないバタフライ(水平系)

へと上肢のかき出しとジャンプのタイミングに

重点をおいて移行させていく。呼吸様式は,破

裂音式である。さらに頭部のつっこみによるブ

ライドを強調していくというものである。これ

は水深が多少深くともジャンプによって比較的

呼吸を楽にし,運動リズムも可変的である。

3)後は各種泳法に入るが,既に対象者は得意不得

意傾向をもっているので,得意そうなものに集

中していくが,原則的にはクロール,背泳,辛

泳ぎの順としている。特に平泳ぎを最後に位置

づけたのは,脚足の動作に集中してかえる足を

獲得させるためには心理的余裕を必要とすると

考えたからに他ならない。

このような考え方は,内容の体系等と呼ぶに億しな

いかもしれない。そして前提条件はいくつかおいたが

受講生達は目標とした25M-50Mを2-4種目の泳法

で達成し, 5年生あたりになると500-600Mと可泳

距離をのばしている　HUPB方式は, 『ドル平』の

構成原理を基盤にしているが,直接的にバタフライ型

泳法に応用したところに特徴をもつOそしてlt石ひろ

い"という具体的な運動様式の習得にtt水慣れ"の基

準を設定し,バタフライ型とはいえ初歩的な泳ぎの様

式に進めたという意味においては伝統的な体系ともい

えるし,呼吸を最優先させたという意味においては『ド

ル平』型のそれにも近い。いわば,折衷型である。そ

して細部にわたって直接的にプログラムしていないと

いう意味を反映させれば図- 3のように図式化してお

くことも可能であろう。

しかし,日本水泳連盟の体系にしても,われわれの

HUFB方式にしても,複線型であり,バリエ-ショ

ンが多いということは,指導者にその力量を要求する。

指導者自身が,学習者の状況をどう総合的にとらえて

判断・意志決定し,どういった行動をおこすかという

Teaching Skillの問題により大きく依存するともいえる。

いかに安全にかつ主体的発見的に水中における運動

様式の学習を展開していくかば,指導者のあり方次第

ともいえる。ただ一般的な通念であるバタフライは難

しいといった固定観は必ずしも正確でないことだけは

強調しておきたい。そして指導体系なるものは,その

内容の体系性またその順序性に学習者を適応させるの

ではなく,初心者個々人のもつ特性に課題内容を適合

させていかねばならない。ここに教授学上指赦される

ような,指導の以前におけるストラテジーの構想,描

導の中での応答的構想力の問題21)もふくめて,なお検

討の余地を残している。

方 生
針 徒
決 募
定 集

I

員標系

(

内容系

『 ヨ

呼吸法

物観的条件整障

方法系

図-3　HUFB方式の概嶋図

Ⅶ　おわりに

水泳の初心者指導の体系にかかわる問題を論じてき

た。伝統的指導体系や『ドル平』塑指導体系といえど

も,呼吸法の問題に焦点化され,その体系の中味を改

変してきた歴史性がうかがえるし,共通した側面を多

くもっている。筆者らも呼吸に注目した。その成果は

いくつもの前提をもつが一応満足できるものであった。

しかし,この前提が一つでも変化するとその結果は予

測できない部分の方がはるかに多い。フロッパーの開

発研究もふくめて,より詳細にHUFBを完成させた

いとも願っている。

いずれにせよ,具体的な指導の場において,一般論

でいうところの体系の果す役割はやはり一般性しかも

たない。指導者は,所与の条件・刻々と変化する学習

者の状況に,みずからの指導を最適化させていかねば

ならないのである。
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